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東
ア
ジ
ア
各
国
間
の
接
触
二
父
流
は
、
古
く
か
ら
今
日
ま
で
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
来
た
。
東
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
本
 
 

も
も
ち
ろ
ん
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
諸
国
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
国
々
と
の
交
流
を
ず
っ
と
続
け
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で
は
言
 
 

語
に
よ
る
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
言
語
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
物
語
る
 
 

史
料
に
こ
と
か
か
な
い
近
現
代
な
ど
は
さ
て
お
い
て
、
本
稿
は
こ
の
問
題
へ
の
接
近
の
一
環
と
し
て
、
八
、
九
、
二
世
紀
の
聞
－
か
 
 

な
り
密
度
の
高
い
公
的
窒
父
流
が
行
わ
れ
て
い
た
日
本
と
効
海
国
の
場
合
を
例
に
取
り
、
日
本
の
史
料
を
用
い
て
主
と
し
て
、
外
交
 
 

の
場
に
お
け
る
億
用
言
語
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
8
そ
の
後
そ
の
帰
結
に
よ
り
な
が
ら
、
合
わ
 
 

せ
て
若
干
、
当
時
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
に
つ
い
て
筆
者
な
り
に
見
通
し
を
求
め
て
み
る
。
日
潮
間
に
焦
点
を
 
 

絞
り
日
本
の
資
料
を
用
い
て
検
討
を
進
め
る
の
は
、
2
節
以
↑
か
ら
お
の
ず
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
日
本
側
の
 
 

史
料
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
と
、
劾
海
側
の
史
料
は
な
い
こ
と
と
に
よ
る
。
 
 
 

八
、
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
交
用
言
語
 
 

1
日
本
∴
潮
海
間
を
中
心
と
し
て
～
 
 

湯
 
沢
 
質
 
幸
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2
 
日
潮
交
流
と
史
料
 
 

劾
海
国
は
、
六
九
人
年
に
建
国
さ
れ
、
九
二
六
年
に
滅
亡
し
た
国
家
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
は
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
滅
ぼ
さ
れ
た
高
 
 

句
麓
（
高
麗
）
 
の
復
興
し
た
国
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
、
唐
や
日
本
も
そ
れ
を
公
的
に
認
め
た
。
特
に
、
日
本
の
場
合
は
七
二
七
年
 
 

（
神
亀
四
）
、
初
め
て
勃
海
使
が
来
朝
し
た
時
に
早
く
も
潮
海
国
を
高
句
麗
の
末
裔
と
認
め
た
。
目
淑
両
国
の
交
流
は
そ
の
後
二
百
 
 

年
近
く
、
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
ま
で
続
き
、
九
一
九
年
 
（
延
喜
一
九
）
 
の
潮
海
便
で
終
わ
り
を
告
げ
た
。
 
 

二
百
年
間
、
劾
海
便
は
三
四
回
 
（
三
五
回
と
す
る
説
も
あ
る
）
、
日
本
か
ら
の
送
な
い
し
遣
劾
海
使
は
一
三
回
を
数
え
る
。
こ
れ
は
 
 

古
代
に
お
け
る
外
国
と
の
交
流
に
お
い
て
、
決
し
て
少
な
く
な
い
回
数
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
間
、
中
賃
唐
代
、
遣
唐
使
は
七
回
 
 

派
遣
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
新
羅
と
の
公
式
の
交
流
は
七
七
九
年
 
（
宝
亀
一
〇
）
 
に
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
回
数
 
 

や
公
的
交
流
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
八
三
人
年
 
（
承
和
五
）
 
の
遣
唐
使
以
降
、
唐
と
の
間
に
は
公
的
使
節
の
往
来
が
 
 

途
絶
え
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
両
国
が
互
い
に
公
的
な
交
流
に
か
な
り
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
日
 
 

潮
交
流
の
目
的
は
、
当
初
は
唐
・
新
羅
へ
の
対
抗
と
い
う
政
治
的
、
外
交
的
な
面
に
あ
っ
た
が
、
八
世
紀
中
ご
ろ
潮
海
と
唐
と
の
和
 
 

解
が
な
っ
た
後
は
、
潮
海
の
場
合
は
も
っ
ば
ら
商
業
活
動
に
、
日
本
の
場
合
は
主
と
し
て
唐
へ
の
交
通
路
確
保
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
 
 
 

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
潮
間
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
劾
海
の
比
 
 

重
は
唐
や
新
羅
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
軽
か
っ
た
。
こ
れ
は
劾
海
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
よ
 
 

く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
日
潮
交
流
の
研
究
は
必
ず
し
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
交
流
に
お
け
る
 
 

使
用
言
語
と
い
う
点
に
視
点
を
移
す
と
、
日
本
と
唐
・
新
羅
間
、
少
な
く
と
も
日
・
新
聞
に
お
け
る
よ
り
ず
っ
と
多
く
の
興
味
深
い
 
 

記
事
が
、
日
本
の
史
料
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
断
片
的
な
が
ら
も
、
と
も
に
東
ア
ジ
ア
の
一
国
で
あ
る
日
 
 

本
と
潮
海
と
の
言
語
を
用
い
た
意
思
疎
通
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
だ
と
か
、
当
時
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
使
用
言
語
の
こ
と
な
ど
、
 
 

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
個
々
の
記
事
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
あ
る
程
度
ま
で
使
用
言
語
や
そ
の
周
辺
 
 

の
事
情
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
見
込
み
の
も
と
に
、
ま
ず
は
、
い
ろ
い
ろ
な
記
事
を
整
理
し
て
、
目
激
 
 
 



湯 沢 質 幸  78   

3
 
音
声
言
語
 
 

3
－
 
 
日
勤
間
に
お
け
る
通
訳
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
あ
い
異
な
る
言
語
を
母
語
と
す
る
国
と
国
と
の
交
流
、
な
か
ん
ず
く
外
交
の
場
に
お
い
て
は
通
訳
が
同
席
す
る
の
が
普
 
 

通
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
 
『
日
本
書
紀
』
 
な
ど
に
訳
語
と
か
通
事
と
か
と
表
記
さ
れ
た
通
訳
〔
注
1
〕
 
の
い
た
こ
と
が
、
古
く
 
 

か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
効
交
流
に
お
い
て
も
同
様
に
通
訳
が
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
く
、
事
実
、
 
 

そ
れ
を
明
示
す
る
記
事
が
か
な
り
見
い
だ
さ
れ
る
。
『
延
書
式
』
 
に
は
、
日
本
側
に
も
劾
海
側
に
も
適
訳
が
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
 
 

が
一
つ
あ
る
。
 
 

の
接
触
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
人
々
が
言
語
を
用
い
た
意
思
疎
通
に
関
わ
っ
た
の
か
を
見
、
次
い
で
、
そ
こ
で
は
い
か
な
る
言
語
が
 
 

用
い
ら
れ
た
の
か
、
の
問
題
に
進
ん
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
比
較
的
単
純
な
議
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
 
 

れ
る
書
記
言
語
に
つ
い
て
は
後
で
少
し
触
れ
る
だ
け
と
し
、
本
稿
は
も
っ
ば
ら
音
声
言
語
に
関
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま
 
 

た
、
両
国
間
の
交
流
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
言
語
と
し
て
考
え
う
る
も
の
は
次
の
三
つ
と
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
、
あ
ら
 
 

か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
 
 

日
本
語
 
 

劾
海
語
 
 

第
l
二
国
の
言
語
 
 

＊
 
『
続
日
本
紀
』
 
『
日
本
後
紀
』
 
『
続
日
本
後
蔚
∈
 
『
文
徳
実
録
』
 
冒
一
代
実
鋲
邑
 
『
延
喜
式
』
 
『
日
本
紀
略
』
 
『
頼
家
三
代
格
』
 
『
扶
桑
略
 
 
 

記
k
等
ほ
新
刊
増
補
『
国
史
大
系
』
 
に
よ
る
。
 
 

＊
引
用
文
の
訓
点
は
適
宜
施
し
た
。
ま
た
、
引
用
文
中
の
か
っ
こ
内
ほ
揚
沢
が
加
え
た
所
で
あ
る
。
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○
新
羅
王
。
大
便
。
副
使
。
大
通
事
。
録
事
。
医
師
。
船
頭
。
通
事
。
小
通
事
。
大
海
師
。
学
語
生
。
（
下
略
）
 
 

王
子
入
朝
賜
二
王
子
一
。
大
監
。
第
監
。
大
通
事
。
大
唐
通
事
。
（
中
略
）
潮
海
通
草
。
百
済
通
事
。
船
頭
通
事
。
小
通
事
。
（
下
 
 

略
）
 
 

右
賜
二
審
客
例
。
宜
レ
依
二
前
件
一
。
或
有
二
階
品
高
下
。
職
事
優
劣
一
者
。
並
宜
二
臨
時
商
量
加
減
一
。
 
 

＊
下
賜
品
は
「
入
唐
大
便
」
と
 
「
（
入
唐
）
 
副
使
」
 
に
つ
い
て
の
も
の
だ
け
掲
げ
、
他
は
す
べ
て
省
略
し
た
。
 
 
 

こ
れ
は
、
派
遣
使
節
ま
た
は
来
日
使
節
に
対
す
る
下
賜
品
の
規
定
で
あ
る
。
焦
点
の
日
潮
関
係
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
 
 

れ
に
お
い
て
「
訳
語
」
「
通
事
」
と
い
う
職
名
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
各
便
節
に
通
訳
の
同
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
「
大
 
 

唐
皇
」
に
始
ま
る
一
条
に
は
、
通
訳
官
を
表
す
と
見
ら
れ
る
職
名
の
記
載
が
な
い
。
唐
の
使
節
に
も
通
訳
は
い
た
に
違
い
な
い
か
ら
、
 
 
 

3
1
1
①
 
日
本
側
・
潮
海
側
通
訳
一
例
 
 
 

①
一
1
 
九
〇
五
年
（
延
喜
五
）
編
、
九
二
七
 
（
延
長
五
）
成
『
延
書
式
』
 
「
大
蔵
省
」
 
 
 

入
諸
蕃
便
 
 
 

○
入
唐
大
便
。
絶
六
十
疋
。
錦
一
百
五
十
屯
。
布
一
百
五
十
端
。
 
副
使
。
縄
四
十
疋
。
祐
一
百
屯
。
布
一
百
端
。
 
 

録
事
。
知
乗
船
事
。
訳
語
。
講
益
生
。
（
中
略
）
音
声
長
。
新
羅
。
奄
美
等
訳
語
。
占
部
。
留
学
生
。
学
問
僧
。
 
 

入
京
一
給
。
其
別
賜
。
大
使
。
彩
烏
一
百
十
七
疋
。
貿
布
二
十
端
。
 
副
使
。
彩
吊
七
十
人
疋
。
告
布
十
端
。
 
 
 

事
。
知
乗
船
事
。
訳
語
。
学
問
僧
。
還
学
僧
。
 
 
 

○
入
劾
海
使
。
判
官
。
録
事
。
訳
語
。
主
神
。
医
師
。
陰
陽
師
。
史
生
。
船
師
。
射
手
。
 
 

○
入
新
羅
使
。
判
官
。
録
事
。
大
通
事
。
史
生
。
知
乗
船
事
。
船
師
。
医
師
。
少
通
事
。
 
 

右
賜
二
人
蕃
使
例
。
宜
レ
依
二
前
件
一
。
 
 

賜
蕃
客
例
 
 

○
大
唐
皇
。
判
官
。
行
宮
。
使
丁
井
水
手
。
但
大
使
。
副
使
者
。
臨
時
准
量
給
レ
之
。
 
 

○
潮
海
王
。
大
使
。
副
使
。
判
官
。
録
事
。
訳
語
。
史
生
及
首
領
。
 
 

卜
部
。
倭
人
。
挟
抄
。
水
手
。
 
 

雑
使
。
（
下
略
）
 
 

判
官
。
 
 

（
中
略
）
臨
二
 
 

判
官
。
録
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誤
写
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

さ
て
、
次
に
日
朝
間
の
外
交
上
の
出
来
事
を
具
体
的
に
記
録
し
て
い
る
書
に
転
じ
て
み
る
と
、
一
〇
数
例
、
適
訳
が
い
た
こ
と
を
 
 

示
す
記
事
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
劫
海
側
・
日
本
側
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

3
1
1
－
②
 
潮
海
側
通
訳
 
七
例
 
 
 

②
′
1
 
第
七
回
瀞
海
便
（
七
七
一
年
（
宝
亀
l
一
）
 
六
月
二
七
日
来
朝
）
 
 

七
七
二
年
 
（
宝
亀
三
）
 
二
月
二
日
 
（
『
続
日
本
妃
』
）
 
 

授
一
大
便
壱
万
福
従
三
位
。
副
使
正
四
位
下
。
（
中
略
）
 
録
事
井
訳
語
従
五
位
下
一
。
 
 
 

②
⊥
‘
‖
第
一
一
回
勒
海
便
（
七
七
九
年
（
宝
亀
一
〇
）
九
月
〓
四
日
以
前
来
朝
）
 
 

七
七
九
年
 
（
宝
亀
一
〇
）
一
山
月
一
〇
日
 
 

検
］
校
劾
海
人
一
便
言
。
鉄
判
官
人
争
坐
二
説
昌
之
上
一
。
恒
有
二
凌
侮
之
気
者
。
太
政
官
虔
分
。
瀞
海
通
草
従
五
位
下
高
説
昌
。
 
 

遠
渉
二
姶
波
㌔
数
廻
入
朝
。
言
思
忠
勤
。
授
以
二
高
班
一
。
次
二
彼
鉄
利
之
下
。
殊
非
二
優
寵
之
恵
一
。
宜
卜
異
二
其
列
位
一
。
以
顕
呼
 
 

品
秩
㌔
 
 
 

②
－
3
 
第
一
七
回
劾
海
便
（
八
一
四
年
（
弘
仁
五
）
 
九
月
三
〇
目
来
朝
）
 
 

八
一
五
年
 
（
弘
仁
六
）
一
月
七
日
 
（
『
日
本
後
紀
』
 
『
類
東
国
史
』
）
 
 

潮
海
国
大
便
王
孝
簾
従
三
位
。
副
使
高
貴
秀
正
四
位
下
。
へ
中
略
）
 
録
事
釈
仁
莫
。
鳥
賢
偲
。
訳
語
李
俊
雄
従
五
位
下
。
賜
し
禄
 
 

有
レ
差
。
 
 
 

②
－
4
 
（
②
・
3
に
同
じ
）
 
 

八
一
六
年
 
（
弘
仁
七
）
 
五
月
二
日
 
（
「
類
衆
国
史
≡
 
 

遣
レ
位
牌
二
潮
海
副
使
高
景
秀
己
下
大
通
事
己
上
夏
衣
。
 
 
 

②
－
5
 
第
二
二
回
潮
海
使
（
八
二
五
年
（
天
長
二
）
一
二
月
三
日
来
朝
）
 
 

八
二
六
年
 
（
天
長
三
）
 
五
月
一
二
日
 
（
ヨ
頼
家
国
史
警
 
 

23   
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劾
海
国
使
政
堂
信
少
卿
高
承
祖
授
二
正
三
位
一
。
（
中
略
）
訳
語
李
隆
郎
。
李
承
宗
t
一
人
従
五
位
下
。
六
位
己
下
十
一
人
。
亦
有
二
 
 

叙
位
一
。
 
 
 

②
6
 
第
二
四
回
劾
海
使
（
八
四
一
年
（
承
和
人
）
一
二
月
二
二
日
来
朝
）
 
 

「
劫
海
国
中
台
省
 
牒
上
 
目
本
国
太
政
官
」
 
（
訪
日
劾
海
使
節
団
の
名
簿
の
写
し
）
 
 

一
人
使
頭
 
政
道
省
左
允
賀
福
延
 
 

l
人
嗣
億
 
王
宝
埠
 
（
中
略
）
 
 

二
人
訳
語
 
季
憲
寿
 
高
応
慎
（
下
略
）
 
 

＊
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
 
（
『
図
説
日
本
文
化
史
大
系
四
平
安
時
代
（
上
）
』
 
に
よ
る
）
 
 
 

②
－
7
 
（
②
6
に
同
じ
）
 
 

八
四
二
年
（
承
和
九
）
 
四
月
五
日
 
（
『
続
日
本
後
紀
』
 
『
類
粟
国
史
』
）
 
 
 

詔
授
二
大
使
賀
福
廷
正
三
位
一
。
副
使
王
宝
埠
正
四
位
下
（
中
略
）
録
事
高
文
宣
。
高
平
信
。
安
歓
喜
三
人
並
五
位
下
。
自
外
訳
 
 

語
己
下
首
領
巳
上
一
三
人
随
レ
色
加
階
焉
。
 
 
 

各
回
の
劫
海
使
関
連
記
事
の
中
に
い
つ
も
通
訳
の
存
在
を
示
す
語
句
が
見
い
だ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
先
述
の
よ
う
に
互
い
 
 

に
言
語
を
異
に
す
る
国
同
士
の
外
交
の
場
に
お
い
て
は
通
例
通
訳
が
い
る
こ
と
や
、
①
②
の
記
事
な
ど
に
よ
る
と
こ
ろ
、
激
海
使
に
 
 

は
常
に
そ
の
一
貞
と
し
て
通
訳
が
同
行
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
劫
海
側
通
訳
が
そ
こ
で
使
用
し
た
言
語
は
何
で
あ
っ
た
か
、
で
あ
る
。
一
般
的
に
見
れ
ば
、
日
本
と
 
 

接
触
す
る
場
面
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
日
本
語
、
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
言
及
は
記
事
に
は
な
い
。
 
 
 

っ
J
J
－
】
③
－
 
日
本
側
通
訳
 
八
例
 
 
 

劾
海
国
来
朝
使
節
に
関
わ
る
も
の
が
七
例
、
そ
れ
以
外
が
一
例
（
③
5
）
 
あ
る
。
 
 
 

③
1
 
第
九
回
潮
海
使
（
七
七
六
年
（
宝
亀
七
）
一
二
月
二
二
日
来
朝
）
 
 

八
五
〇
年
（
嘉
祥
三
）
 
五
月
五
日
 
嵯
峨
天
皇
皇
后
菱
伝
（
『
文
徳
実
録
5
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用
。
其
首
荏
宗
佐
。
大
隊
潤
等
自
書
日
。
宗
佐
等
。
潮
海
国
人
。
彼
国
王
差
」
人
大
唐
一
。
 
 

同
七
月
八
日
 
太
宰
府
馳
レ
駅
言
。
劾
海
国
人
程
宗
佐
。
門
孫
。
宰
村
等
漂
」
著
肥
後
国
天
草
郡
㌔
遣
下
二
大
唐
通
事
張
建
息
。
 
 

覆
叫
聞
手
由
㌔
審
コ
実
情
状
一
。
是
瀞
海
国
入
唐
之
便
。
去
三
月
奉
薩
摩
国
。
逃
去
之
一
艦
。
 
 

③
－
6
 
第
二
九
回
勃
海
使
（
八
七
六
年
（
貞
観
山
八
）
一
二
月
二
六
日
来
朝
）
 
 
 

葬
二
太
皇
大
后
干
深
谷
山
一
。
（
中
略
）
 
姓
橘
氏
。
護
憲
智
子
。
父
清
友
少
而
沈
厚
。
渉
コ
猟
書
記
一
（
中
略
）
宝
亀
八
年
高
麗
国
 
 

道
レ
使
修
レ
聴
。
清
友
年
在
二
弱
冠
一
。
以
∵
良
家
子
姿
儀
魁
偉
「
。
接
コ
射
通
客
㌔
高
麗
大
使
献
可
大
夫
史
郡
家
見
し
之
而
器
し
之
。
 
 

問
二
通
草
舎
人
山
於
野
上
一
云
。
彼
一
少
年
。
為
二
何
人
一
平
。
（
以
下
、
史
都
豪
と
山
於
野
上
と
の
対
話
。
来
朝
翌
年
に
入
京
）
 
 

③
′
2
 
第
二
六
回
劾
海
使
（
八
五
九
年
（
天
安
三
、
貞
観
一
）
一
月
l
一
二
日
来
朝
）
 
 

八
五
九
年
（
貞
観
一
）
 
二
月
九
日
（
≡
一
代
実
録
』
）
 
 

大
初
位
下
春
日
朝
臣
宅
成
為
二
劾
海
通
事
。
 
 

③
‘
3
 
第
二
七
固
執
海
使
（
八
六
一
年
（
貞
観
三
年
）
一
月
二
〇
日
栄
斬
）
 
 

八
六
一
年
（
貞
観
三
年
）
一
月
二
八
日
 
（
≡
一
代
実
録
』
 
『
類
衆
国
史
』
）
 
 

播
磨
少
日
大
初
位
上
春
日
朝
臣
宅
成
為
二
通
事
一
。
 
 

③
・
4
 
第
二
八
回
（
八
七
一
年
（
貞
観
一
三
）
一
二
月
一
1
日
来
所
）
 
 

八
七
二
年
 
（
貞
観
一
四
）
一
月
六
日
 
（
『
三
代
実
録
』
 
『
頼
家
国
史
』
）
 
 

圏
池
正
正
六
位
上
春
日
朝
臣
宅
成
為
¶
¶
通
草
㌔
 
 

同
五
月
二
二
日
 
（
『
三
代
実
録
』
 
『
類
衆
国
史
ヒ
 
 

以
二
前
筑
後
少
目
従
七
位
上
伊
勢
朝
臣
興
房
一
。
為
二
領
帰
郷
・
客
便
通
事
一
。
 
 

③
・
5
 
劾
海
国
遣
唐
使
漂
着
 
 

八
七
三
年
（
貞
観
二
五
年
）
 
五
月
二
七
日
（
『
三
代
実
録
』
 
『
類
東
国
史
k
）
 
 

太
宰
府
言
。
去
三
月
十
一
日
。
不
レ
知
二
何
許
人
り
。
船
二
樵
載
二
六
十
人
一
。
 
 

漂
コ
着
薩
摩
国
甑
鴫
郡
一
。
言
語
難
レ
通
。
問
答
何
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a
八
七
七
年
 
（
元
慶
元
）
 
二
月
三
日
 
三
三
代
実
録
』
 
『
類
東
国
史
ヒ
 
 

園
地
正
正
六
位
上
春
日
朝
臣
宅
成
為
通
事
。
 
 

b
八
七
七
年
 
（
元
慶
元
）
 
六
月
二
五
日
 
（
『
三
代
実
録
』
）
 
 

（
潮
海
）
大
使
（
楊
）
中
遠
欲
卜
以
．
珍
翫
椚
帽
洒
盃
等
′
。
奉
ト
レ
献
二
天
子
。
皆
不
レ
受
レ
之
。
通
事
園
地
正
春
日
朝
臣
宅
成
言
。
 
 

昔
往
二
大
唐
▲
。
多
観
二
珍
宝
。
末
レ
有
二
若
レ
此
之
奇
怪
一
。
 
 
 

③
7
 
第
三
〇
回
教
海
使
（
八
八
二
年
（
元
慶
六
）
一
一
月
一
四
日
来
朝
）
 
 

八
八
三
年
 
二
元
慶
七
）
一
月
一
目
 
（
『
三
代
実
録
』
 
『
類
衆
国
史
』
）
 
 

前
筑
後
少
目
従
八
位
上
伊
勢
朝
臣
興
房
為
通
事
一
。
 
 
 

③
8
 
第
三
四
回
潮
海
使
（
九
一
九
年
（
延
喜
一
九
）
一
一
月
一
八
日
以
前
来
朝
）
 
 

a
九
一
九
年
 
（
延
喜
一
九
）
一
二
月
五
日
 
（
『
扶
桑
略
記
』
）
 
 

阿
波
権
操
大
和
有
卿
為
二
通
事
。
 
 

b
九
二
〇
年
（
延
喜
二
〇
）
 
三
月
七
日
 
（
『
扶
桑
略
記
』
）
 
 

明
種
芋
生
刑
部
高
名
参
内
。
令
レ
間
▲
・
漢
語
者
事
一
。
高
名
奏
云
々
。
行
事
所
召
F
得
二
漢
語
一
着
大
蔵
三
常
㌔
即
召
二
之
於
蔵
人
 
 

所
一
。
令
．
高
名
申
．
云
。
其
語
能
否
。
奏
云
。
三
常
唐
語
尤
可
二
広
博
一
云
々
。
勅
従
一
公
卿
走
申
一
。
以
二
三
常
一
令
レ
為
二
通
専
一
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
、
潮
海
側
に
お
け
る
と
同
様
の
理
由
で
、
日
本
側
に
も
外
交
の
場
に
お
い
て
は
常
に
通
訳
が
い
た
も
の
と
推
 
 

定
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
た
同
様
に
、
こ
れ
ら
の
通
訳
が
そ
こ
で
何
語
を
用
い
た
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
た
だ
し
、
 
 

劾
海
側
通
訳
の
場
合
と
異
な
り
、
使
用
言
語
推
測
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
も
の
が
な
い
で
も
な
い
。
そ
の
一
つ
は
通
訳
の
経
歴
で
 
 

あ
り
、
も
う
一
つ
は
記
事
の
内
容
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
3
1
②
潮
海
側
通
訳
の
場
合
は
、
経
歴
に
関
し
て
も
内
容
に
関
し
て
 
 

も
現
在
の
と
こ
ろ
特
に
参
考
と
な
る
よ
う
な
も
の
を
見
い
だ
せ
な
い
。
 
 
 

3
1
③
2
 
日
本
側
通
訳
の
経
歴
 
 
 

経
歴
に
関
し
て
は
、
な
に
は
と
も
あ
れ
春
日
宅
成
が
注
目
さ
れ
る
。
宅
成
は
、
二
〇
年
近
く
の
間
に
連
続
し
て
四
回
（
③
・
2
、
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3
、
4
、
6
）
 
通
訳
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
記
録
に
残
っ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
な
の
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
か
っ
た
の
 
 

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
は
当
時
彼
が
通
訳
と
し
て
有
能
な
人
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
 
 

れ
る
が
 
〔
注
2
〕
、
彼
は
い
っ
た
い
何
語
に
よ
く
通
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
経
歴
を
見
る
と
、
中
国
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
 
 

が
即
座
に
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
佐
伯
②
に
よ
る
と
、
彼
は
八
三
八
年
（
承
和
五
）
 
五
月
七
日
出
航
の
遣
唐
使
船
で
入
唐
し
、
そ
 
 

の
後
春
太
郎
と
い
う
中
国
名
を
名
乗
り
一
行
と
別
行
動
を
と
っ
た
の
で
な
い
か
と
い
う
。
彼
が
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
は
八
四
七
年
 
 

（
大
中
元
・
承
和
一
四
）
 
六
月
九
日
 
（
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
）
 
な
の
で
、
佐
伯
に
よ
る
と
宅
成
は
だ
い
た
い
九
年
間
唐
に
い
た
こ
 
 

と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
宅
成
の
属
す
る
春
日
氏
は
伝
統
的
に
外
交
に
深
く
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
氏
族
で
あ
る
。
一
方
、
彼
の
中
国
 
 

と
の
関
係
の
深
さ
は
、
二
九
回
目
の
劾
海
便
に
ま
つ
わ
る
挿
話
③
－
6
b
に
も
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
潮
海
使
に
は
、
 
 

前
回
と
の
期
間
が
短
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
入
京
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
へ
対
す
る
国
書
も
贈
物
（
「
珍
翫
椚
謂
酒
 
 

盃
等
」
）
 
も
朝
廷
に
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
通
訳
に
当
た
っ
て
い
た
宅
成
は
、
贈
り
物
に
つ
い
て
 
（
か
つ
て
自
分
は
大
唐
 
 

で
数
々
の
「
珍
宝
」
を
見
て
き
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
奇
怪
」
な
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
い
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
 
 

発
言
が
で
き
る
の
は
、
彼
が
並
々
で
な
い
中
国
通
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
長
期
に
わ
た
る
滞
在
に
よ
り
初
め
て
可
能
だ
っ
 
 

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
、
宅
成
の
長
期
唐
滞
在
は
、
間
接
的
な
が
ら
、
彼
が
優
れ
た
中
国
語
話
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
通
訳
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
、
 
 

す
な
わ
ち
、
日
本
側
の
使
用
言
語
は
、
第
三
国
で
あ
る
唐
の
使
用
言
語
で
あ
る
中
国
語
と
い
う
蓋
然
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
一
人
宅
成
だ
け
に
限
る
こ
と
で
な
い
が
、
相
手
は
潮
海
国
な
の
だ
か
ら
宅
成
は
渕
海
語
を
話
し
た
の
で
な
い
か
、
と
い
 
 

う
疑
問
も
当
然
生
じ
て
く
る
。
も
と
よ
り
、
彼
の
劫
海
語
能
力
に
つ
い
て
述
べ
る
記
事
は
一
つ
と
し
て
な
い
。
そ
こ
で
、
い
ま
通
訳
 
 

を
取
り
巻
く
そ
の
当
時
の
状
況
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
極
端
に
低
い
と
言
わ
ぎ
る
を
え
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

八
、
九
世
紀
、
中
国
唐
文
化
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
万
遍
な
く
浸
透
し
て
い
た
。
日
本
・
劾
海
・
新
羅
は
競
っ
て
中
国
文
化
摂
取
に
 
 

努
め
て
い
た
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
日
本
の
外
交
に
お
い
て
潮
海
は
中
国
は
も
と
よ
り
新
羅
よ
り
も
は
る
か
に
軽
い
存
在
で
あ
っ
 
 

た
。
〔
注
3
〕
そ
の
よ
う
な
国
際
状
勢
の
中
で
中
国
周
辺
各
国
に
お
け
る
最
重
要
外
国
語
は
中
国
語
以
外
に
は
な
く
、
特
に
日
本
の
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場
合
、
政
治
的
、
外
交
的
、
文
化
的
に
潮
海
語
は
中
国
語
は
お
ろ
か
新
羅
語
に
比
べ
て
も
は
る
か
に
低
い
価
値
し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
 
 

た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
の
は
、
後
に
③
8
b
大
蔵
t
二
常
の
検
討
個
所
で
触
れ
る
、
国
家
最
高
の
 
 

教
育
機
関
で
あ
る
大
学
寮
で
組
織
的
か
つ
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
中
国
語
音
の
学
習
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
た
、
結
果
の
先
取
り
 
 

と
な
る
が
、
こ
れ
ま
た
後
に
紹
介
し
検
討
を
加
え
る
、
劾
海
語
学
習
に
関
し
て
唯
二
述
べ
る
④
・
1
の
記
事
も
、
当
時
日
本
で
は
本
 
 

格
的
な
潮
海
語
学
習
な
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
劾
海
語
通
訳
も
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
も
し
宅
 
 

成
が
劾
海
語
能
力
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
通
訳
に
任
命
さ
れ
た
の
な
ら
、
そ
れ
を
明
示
な
い
し
暗
示
す
る
よ
う
な
語
句
が
若
干
な
り
と
 
 

も
ど
こ
か
に
残
さ
れ
て
い
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
推
定
は
、
宅
成
の
潮
海
語
能
力
欠
如
を
十
分
証
明
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
必
要
度
、
 
 

記
事
の
文
面
な
ど
か
ら
し
て
、
無
条
件
で
 
（
彼
は
潮
海
語
を
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
通
訳
に
任
じ
ら
れ
た
）
な
ど
と
到
底
言
え
な
い
 
 

こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
ほ
か
の
日
本
側
通
訳
の
軽
歴
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
管
見
で
ほ
、
山
於
野
上
 
（
③
1
）
 
の
属
す
る
山
於
（
山
上
）
 
氏
 
 

は
宅
成
の
属
す
る
春
日
氏
と
同
一
系
統
に
あ
り
、
山
於
氏
も
伝
統
的
に
対
外
関
係
の
業
務
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
知
 
 

ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
 
（
佐
伯
①
）
。
す
な
わ
ち
、
宅
成
の
み
な
ら
ず
野
上
も
早
く
か
ら
外
国
文
化
に
触
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
 
 

が
、
残
念
な
が
ら
彼
と
外
国
語
の
関
係
に
つ
い
て
こ
れ
と
い
っ
た
情
報
は
な
い
。
 
 
 

3
1
③
3
 
日
本
側
通
訳
関
連
記
事
 
 
 

経
歴
を
離
れ
る
と
、
内
容
上
参
考
に
な
り
そ
う
な
記
事
は
③
ト
5
、
③
・
8
b
あ
た
り
と
な
る
。
 
 
 

③
・
5
は
、
（
薩
摩
の
図
に
漂
着
し
た
外
国
人
は
、
日
本
人
と
口
頭
に
よ
る
意
思
の
疎
通
を
は
か
れ
な
か
っ
た
が
、
筆
談
で
自
分
 
 

達
は
劾
海
国
の
遣
唐
使
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
∵
そ
し
て
、
（
彼
ら
の
一
部
が
逃
亡
し
再
度
漂
着
し
た
肥
後
に
、
太
宰
府
は
「
大
唐
 
 

通
事
張
建
息
」
を
送
り
事
情
聴
取
を
L
た
こ
と
）
を
物
語
っ
て
い
る
。
不
思
議
に
思
わ
れ
る
の
は
、
潮
海
国
偉
人
と
名
の
っ
て
い
る
 
 

者
に
対
し
て
、
ま
た
太
宰
府
も
朝
廷
の
指
示
に
従
い
彼
ら
を
「
潮
海
国
人
」
と
確
認
し
た
上
で
「
大
唐
通
事
」
を
遣
わ
し
て
い
る
点
 
 

で
あ
る
。
潮
海
人
の
言
葉
に
従
い
彼
ら
一
行
の
行
く
先
は
「
大
唐
」
と
書
き
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
「
大
唐
通
事
」
の
「
大
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唐
」
は
中
国
唐
を
指
し
て
い
る
と
し
か
解
し
よ
う
が
な
い
が
、
漂
着
者
を
「
潮
海
国
人
」
と
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
太
宰
 
 

府
は
潮
海
語
通
訳
を
送
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
太
宰
府
に
は
、
潮
海
語
の
で
き
る
通
訳
が
い
な
か
っ
た
 
 

た
め
、
い
わ
ば
次
善
の
策
と
し
て
中
国
語
通
訳
を
派
遣
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
う
る
。
ち
な
み
に
、
朝
廷
は
七
七
三
年
（
宝
亀
 
 

四
）
 
来
朝
の
第
八
回
劾
海
使
以
降
、
七
七
六
年
 
（
宝
亀
七
）
 
の
第
九
回
及
び
七
七
九
年
 
（
同
一
〇
）
 
の
第
一
一
回
の
潮
海
使
に
対
し
 
 

て
、
本
来
の
外
交
路
で
あ
る
筑
紫
、
す
な
わ
ち
太
宰
府
に
来
着
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
後
も
本
州
日
本
海
側
に
着
 
 

く
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
太
宰
府
に
行
く
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
か
ら
に
は
、
太
宰
 
 

府
に
も
淵
海
便
に
対
応
で
き
る
通
訳
が
用
意
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
激
海
人
と
口
頭
で
意
思
疎
通
の
で
き
 
 

る
人
物
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
言
語
は
何
で
あ
っ
た
か
。
も
し
、
そ
れ
が
潮
海
語
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
 
 

瀞
海
語
通
訳
の
者
が
肥
後
に
送
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
場
合
、
遣
唐
使
船
な
の
で
乗
船
者
の
内
に
は
 
 

唐
の
言
葉
即
中
国
語
の
で
き
る
通
訳
が
い
る
は
ず
と
太
宰
府
は
判
断
し
、
「
大
唐
通
事
」
を
送
っ
た
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
 
 

が
、
劾
海
語
通
訳
が
い
た
の
な
ら
潮
海
人
と
自
ら
名
乗
っ
て
い
る
者
達
に
対
し
て
、
ま
ず
は
、
あ
る
い
は
「
大
唐
通
事
」
と
t
緒
に
、
 
 

彼
を
送
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
激
海
語
通
訳
の
派
遣
を
う
か
が
わ
せ
る
所
は
ま
っ
た
く
な
い
。
な
お
、
先
 
 

の
宅
成
の
場
合
の
よ
う
に
、
「
大
唐
通
事
」
は
潮
海
語
能
力
ま
で
具
え
て
い
た
と
い
う
解
釈
も
一
応
は
成
り
立
つ
。
し
か
し
、
そ
れ
 
 

は
、
宅
成
の
場
合
と
同
様
の
理
由
か
ら
成
立
の
可
能
性
は
や
は
り
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
特
に
、
こ
の
場
合
も
し
張
建
忠
が
 
 

勧
海
語
会
話
に
お
い
て
派
遣
さ
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
な
ぜ
彼
を
「
劫
海
二
語
）
 
適
事
」
な
ど
と
呼
ば
な
か
っ
た
の
か
、
換
言
す
る
 
 

と
、
彼
が
中
国
語
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
「
大
唐
」
 
の
方
は
文
面
に
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
潮
海
語
に
関
わ
る
 
 

語
句
が
皆
無
な
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
っ
た
解
き
が
た
い
疑
問
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ゥ
 
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
彼
は
潮
海
語
通
訳
と
し
 
 

て
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
大
唐
通
事
」
す
な
わ
ち
中
国
語
通
訳
と
し
て
送
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

結
局
、
「
大
唐
通
事
」
派
遣
は
間
接
的
な
が
ら
太
宰
府
に
瀞
海
語
通
訳
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
 
 

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
、
太
宰
府
即
朝
廷
の
、
中
国
語
は
潮
海
側
と
も
話
し
合
え
る
言
語
と
認
め
て
い
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
当
時
 
 

に
お
け
る
、
中
国
語
の
、
国
を
越
え
た
使
用
領
域
の
広
さ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 



八、九世紀東アジアおける外交用言語   69  

次
に
、
③
－
8
b
に
移
る
と
、
こ
れ
は
 
（
対
劾
海
通
訳
の
選
定
に
つ
い
て
「
明
程
学
生
」
を
呼
び
、
彼
に
「
漢
語
」
熟
達
者
の
こ
 
 

と
を
聞
き
た
だ
し
、
だ
れ
に
す
る
か
を
決
め
た
）
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
「
明
経
学
生
」
と
は
大
学
寮
本
科
で
あ
る
 
 

儒
学
科
の
学
生
の
こ
と
で
あ
る
。
大
学
寮
は
中
国
文
化
摂
取
に
よ
る
中
央
官
僚
養
成
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
そ
こ
で
学
ば
れ
る
外
国
語
は
当
然
中
国
語
で
あ
っ
た
。
特
に
入
学
当
初
は
専
門
教
官
で
あ
る
音
博
士
二
人
に
よ
る
中
国
 
 

語
音
た
る
漢
音
の
授
業
が
、
一
般
基
徒
教
養
科
目
と
し
て
学
生
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
漢
音
教
育
は
中
国
文
化
摂
取
上
不
 
 

可
欠
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
七
世
紀
末
の
大
学
寮
設
置
以
来
終
始
一
貫
重
視
さ
れ
続
け
た
 
〔
注
4
〕
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
大
学
寮
学
生
の
学
習
す
べ
き
音
は
、
漢
籍
読
書
に
用
い
る
し
か
る
べ
き
中
国
語
音
で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
そ
の
 
 

当
時
の
口
頭
語
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
た
中
国
語
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
中
国
文
化
を
学
ぶ
た
め
に
口
 
 

頭
で
発
す
る
中
国
語
と
い
う
点
に
お
い
て
は
通
訳
の
習
得
し
た
そ
の
時
そ
の
時
の
中
国
語
音
と
同
じ
か
、
そ
れ
に
限
り
な
く
近
い
か
、
 
 

あ
る
い
は
そ
れ
な
り
に
近
い
所
を
持
つ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
語
専
攻
生
た
る
音
生
を
初
め
と
し
て
大
学
寮
学
生
 
 

は
中
国
語
音
を
勉
強
す
る
点
に
お
い
て
、
会
話
を
こ
と
と
す
る
通
訳
に
限
り
な
く
近
い
所
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
例
え
 
 

ば
現
今
の
大
学
で
、
一
般
教
養
と
し
て
外
国
の
文
学
書
を
読
ん
だ
り
専
門
書
を
講
読
し
た
り
す
る
た
め
に
外
国
語
の
発
音
を
学
ぶ
こ
 
 

と
と
、
通
訳
に
な
る
た
め
に
外
国
語
の
発
音
や
会
話
を
学
ぶ
こ
と
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
〔
注
5
〕
。
 
 

大
学
寮
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
中
国
語
の
位
置
づ
け
を
振
り
返
る
と
、
大
学
寮
の
学
生
た
る
高
名
に
「
漢
語
」
＝
中
国
語
に
通
じ
た
 
 

者
の
こ
と
を
問
う
た
こ
と
や
 
〔
注
6
〕
、
彼
の
言
に
よ
っ
て
三
常
が
「
漢
語
」
即
「
唐
語
」
 
〔
注
7
〕
 
通
訳
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
 
 

に
つ
い
て
納
得
が
行
く
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
で
は
な
ぜ
樹
海
国
債
に
応
対
す
る
通
訳
と
し
て
中
国
語
に
通
暁
し
て
い
た
人
物
を
任
 
 

命
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
宅
成
二
鹿
建
息
の
検
討
を
踏
ま
え
る
と
こ
ろ
お
の
ず
か
ら
、
三
 
 

常
が
潮
海
語
に
 
（
も
）
 
通
暁
し
て
い
た
可
能
性
な
ど
に
思
い
を
馳
せ
る
べ
き
で
な
く
、
中
国
語
が
両
国
間
の
使
用
言
語
だ
っ
た
か
ら
 
 

と
答
え
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
い
た
い
、
特
に
三
常
の
場
合
は
、
大
学
寮
の
学
生
を
介
し
て
の
紹
介
、
「
漢
語
」
力
を
問
題
に
し
て
い
 
 

る
点
等
、
当
初
か
ら
す
べ
て
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
中
採
譜
力
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
潮
海
語
能
力
有
無
の
問
題
は
、
そ
の
他
の
 
 

通
訳
に
つ
い
て
も
起
こ
り
う
る
。
彼
ら
の
場
合
、
潮
海
語
に
つ
い
て
も
中
国
語
に
つ
い
て
も
参
考
と
な
る
も
の
が
皆
無
な
の
で
あ
る
 
 
 



湯 沢 質 幸  68  

が
、
彼
ら
が
潮
海
語
通
訳
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
し
、
ま
た
、
後
に
掲
げ
る
④
－
1
の
よ
う
な
、
日
本
に
劾
海
語
通
 
 

訳
が
い
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
記
事
の
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
彼
ら
も
中
国
語
で
通
訳
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
 
 
 

3
1
1
③
4
 
日
本
側
通
訳
使
用
言
語
 
 
 

こ
れ
ま
で
に
お
け
る
日
本
側
通
訳
に
関
す
る
検
討
の
結
果
は
、
い
ず
れ
も
 
 

日
瀞
閣
外
交
用
言
語
は
中
国
語
で
あ
っ
た
 
 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
一
般
論
に
の
っ
と
っ
て
推
定
さ
れ
る
 
（
日
本
側
通
訳
潮
 
 

海
語
使
用
）
 
の
可
能
性
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
。
 
 
 

3
1
1
③
5
 
日
本
側
通
訳
使
用
書
語
関
連
記
事
 
 
 

日
本
側
の
使
用
言
語
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
、
正
式
の
 
「
訳
語
・
通
事
」
 
に
関
す
る
記
事
の
ほ
か
に
 
 

も
検
討
す
べ
き
も
の
が
一
、
二
あ
る
。
前
節
ま
で
、
特
に
3
1
1
－
③
1
～
4
を
踏
ま
え
な
が
ら
そ
れ
ら
の
分
析
を
進
め
て
行
っ
て
 
 

み
た
い
。
 
 

④
－
1
 
第
一
五
回
劾
海
便
 
（
八
〇
九
年
（
大
同
四
）
 
山
○
月
一
日
）
 
 

八
一
〇
年
 
（
弘
仁
元
）
 
五
月
二
七
日
 
（
『
日
本
紀
略
』
）
 
 

劾
海
使
首
領
高
多
仏
脱
レ
身
留
二
越
前
国
一
。
安
∃
置
越
中
国
給
レ
食
。
即
令
三
史
生
羽
東
馬
長
井
習
語
生
等
。
就
習
中
潮
海
語
㌔
 
 
 

こ
こ
に
現
れ
て
い
る
首
領
と
は
、
日
本
側
史
料
の
、
例
え
ば
①
－
1
『
延
書
式
』
の
下
賜
品
の
一
覧
表
「
勒
海
王
」
以
下
の
条
や
、
 
 

『
類
衆
国
史
』
 
（
延
暦
一
五
年
）
 
に
お
け
る
潮
海
国
の
地
誌
・
制
度
な
ど
の
紹
介
な
ど
に
も
現
れ
て
く
る
語
で
あ
り
、
劾
海
国
の
下
 
 

級
官
僚
、
樹
海
使
に
つ
い
て
は
記
録
の
限
り
で
は
最
下
級
の
役
職
名
で
あ
る
〔
注
8
〕
。
一
方
そ
の
「
潮
海
語
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
 
 

蘭
海
と
い
う
国
名
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
例
え
ば
、
同
様
の
構
成
の
、
③
8
の
中
国
語
を
表
す
「
漢
語
・
唐
語
」
あ
る
い
 
 

は
次
に
掲
げ
る
④
1
2
の
「
新
羅
語
」
と
い
っ
た
も
の
が
日
本
の
古
代
歴
史
書
な
ど
に
し
ば
し
ば
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
 
 

潮
海
人
が
効
海
国
で
ご
く
普
通
に
用
い
て
い
た
言
語
を
表
す
語
、
つ
ま
り
は
本
稿
で
言
う
潮
海
語
と
同
義
と
認
め
ら
れ
る
。
〔
注
9
〕
 
 

④
－
2
 
七
六
一
年
 
（
天
平
宝
字
五
）
一
月
九
日
 
（
『
続
日
本
紀
』
）
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令
二
▲
美
濃
。
武
蔵
二
国
少
年
。
毎
レ
国
二
十
人
習
二
新
羅
語
一
。
為
レ
征
二
新
羅
也
一
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
朝
廷
が
渕
海
語
を
学
習
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
の
意
図
を
追
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
上
 
 

田
雄
等
三
七
一
貢
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
渕
海
語
を
母
語
と
す
る
者
を
師
と
し
て
の
通
訳
養
成
に
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
 
 

た
だ
、
若
干
疑
問
が
残
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
、
効
海
語
通
訳
養
成
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
羽
栗
等
を
急
遽
越
中
ま
で
遣
わ
し
、
 
 

首
額
高
多
仏
か
ら
渕
海
語
を
学
ば
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
目
測
間
の
密
接
な
交
流
、
例
え
ば
、
そ
 
 

の
時
ま
で
に
激
海
便
の
来
日
は
す
で
に
一
四
回
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
日
本
か
ら
の
使
節
派
遣
も
一
四
回
を
敢
え
て
い
る
こ
と
や
、
 
 

当
時
日
本
は
来
日
を
制
限
し
よ
う
と
し
て
い
た
け
れ
ど
も
劫
海
と
の
交
流
継
続
の
意
思
は
十
分
あ
っ
た
こ
と
、
日
激
間
の
海
上
交
通
 
 

は
比
較
的
安
全
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

a
 
（
潮
海
語
が
両
国
間
の
外
交
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
み
る
と
）
 
劾
海
語
に
関
し
て
は
す
で
に
日
本
側
に
は
し
か
る
べ
き
通
訳
 
 
 

が
い
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
を
師
と
し
て
渕
海
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
な
い
か
。
 
 

b
た
び
た
び
の
制
海
使
人
の
来
航
、
あ
る
い
は
送
・
遣
渦
海
使
派
遣
か
ら
し
て
、
日
本
人
に
は
潮
海
人
か
ら
公
に
劾
海
語
を
学
ぶ
機
 
 
 

会
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
。
例
え
ば
、
第
一
五
回
潮
海
使
は
一
〇
月
一
日
来
日
、
次
年
の
五
月
一
人
目
離
日
、
約
七
カ
月
半
日
本
 
 
 

に
滞
在
し
て
い
る
。
 
 

C
も
し
朝
廷
が
潮
海
語
通
訳
の
本
格
的
・
組
織
的
な
養
成
を
意
図
L
て
い
た
の
な
ら
、
勒
海
へ
潮
海
語
留
学
生
の
派
遣
も
で
き
た
に
 
 
 

違
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
す
で
に
、
送
劫
海
使
の
一
員
と
し
て
渡
親
し
「
音
声
」
を
学
び
当
地
で
結
婚
し
子
を
も
う
け
、
そ
の
後
 
 
 

帰
国
し
た
内
雄
（
高
内
弓
）
 
な
る
者
が
い
た
。
〔
注
1
0
〕
ま
た
、
次
の
④
－
3
の
記
事
か
ら
、
当
時
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
の
留
学
 
 
 

生
「
新
羅
学
語
」
が
新
羅
か
ら
遣
わ
さ
れ
て
い
た
 
〔
注
1
1
〕
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
意
志
さ
え
あ
れ
ば
 
 
 

日
本
は
劾
海
国
に
正
式
に
勒
海
語
学
習
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

④
～
3
 
第
二
回
激
海
便
（
七
三
九
年
（
天
平
一
〓
 
七
月
一
三
日
来
朝
）
 
 

七
四
〇
年
（
天
平
一
二
）
一
月
元
旦
 
（
『
続
日
本
紀
b
）
 
 

天
皇
御
一
J
大
極
殿
一
受
二
朝
賀
一
。
潮
海
都
債
。
新
羅
学
語
等
。
同
亦
在
レ
列
。
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し
か
し
、
劾
海
か
ら
個
人
的
に
「
慕
化
来
（
入
）
朝
」
し
て
き
た
場
合
〔
注
望
を
も
含
め
、
来
朝
記
事
や
瀞
海
訪
問
記
事
な
ど
 
 

に
お
い
て
、
a
以
下
で
述
べ
た
よ
う
な
手
段
に
よ
る
潮
海
語
習
得
を
示
唆
す
る
言
及
は
一
つ
と
し
て
な
い
。
 
 
 

た
だ
、
そ
れ
ほ
た
ま
た
ま
そ
の
記
録
が
な
か
っ
た
だ
け
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
、
a
～
C
に
つ
い
て
も
、
例
え
 
 

ば
a
の
場
合
な
ら
前
海
使
一
行
の
滞
在
期
間
は
必
ず
し
も
長
く
な
か
っ
た
の
で
、
彼
ら
か
ら
学
ぶ
の
は
無
理
だ
っ
た
の
で
な
い
か
、
 
 

等
々
い
ろ
い
ろ
な
反
論
が
提
出
さ
れ
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
局
、
史
生
等
を
遠
く
ま
で
通
わ
し
激
潅
語
を
学
習
さ
せ
た
理
由
は
 
 

や
は
り
釈
然
と
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
判
然
と
し
な
い
所
が
多
い
の
は
、
こ
の
議
論
が
状
況
証
拠
の
域
を
脱
し
え
な
い
こ
と
に
発
し
 
 

て
い
る
。
が
、
そ
の
限
界
は
限
界
と
L
て
、
改
め
て
劾
海
語
学
習
に
つ
い
て
出
発
点
に
立
ち
戻
っ
て
み
る
と
、
種
々
の
疑
問
は
す
べ
 
 

て
（
劾
海
語
は
日
瀞
外
交
使
用
語
で
あ
っ
た
）
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
④
1
の
記
事
を
解
釈
し
ょ
う
と
し
て
い
る
所
か
ら
発
し
 
 

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
は
い
え
、
劾
海
語
学
習
命
令
は
劾
海
語
通
訳
養
成
の
た
め
に
な
さ
れ
た
と
い
う
推
定
は
動
き
そ
う
に
も
 
 

な
い
。
〔
注
1
3
〕
こ
の
際
路
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
日
潮
間
に
お
け
る
制
海
語
の
位
置
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
切
り
開
 
 

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

い
ま
日
潮
間
の
外
交
用
言
語
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
解
決
す
べ
き
問
題
は
（
外
交
用
言
語
と
し
 
 

て
劾
海
語
は
中
国
語
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
）
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
す
で
に
所
々
宅
 
 

成
や
③
8
b
な
ど
に
関
連
し
て
述
べ
た
、
日
本
に
お
け
る
外
国
語
学
習
上
の
必
要
性
だ
と
か
、
日
本
に
お
け
る
外
国
語
教
授
の
あ
 
 

り
方
な
ど
、
そ
し
て
、
日
本
語
と
執
権
語
が
外
交
の
場
で
ご
く
普
通
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
中
 
 

国
語
が
勒
海
語
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
上
位
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
動
き
そ
う
に
も
な
い
。
〔
注
1
4
〕
し
か
し
な
が
ら
、
と
に
も
か
 
 

く
に
も
日
本
人
官
僚
の
勒
海
語
学
習
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
内
雄
の
よ
う
な
人
物
の
い
た
こ
と
も
二
方
の
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
 
 

長
期
間
に
わ
た
る
外
交
的
接
触
の
過
程
で
は
、
必
然
的
に
日
本
・
瀞
海
双
方
に
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
・
親
藩
語
に
い
く
ら
か
は
通
じ
た
 
 

者
も
出
て
き
て
い
た
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
よ
し
ん
ば
正
式
の
外
交
用
言
語
で
な
い
と
し
て
も
、
日
動
閣
外
交
や
そ
れ
を
離
 
 

れ
た
場
で
の
交
流
な
ど
に
お
い
て
は
樹
海
語
が
使
用
さ
れ
た
と
い
う
蓋
然
性
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
に
至
り
、
お
の
ず
か
ら
 
 

結
論
は
次
の
よ
う
な
所
に
行
き
着
く
こ
と
に
な
る
。
 
 

33   
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正
式
な
日
勤
外
交
用
言
語
と
し
て
は
第
一
に
中
国
語
が
用
い
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
時
に
応
じ
て
例
外
的
に
劾
海
語
の
用
い
ら
れ
 
 
3
4
 
 

る
こ
と
も
あ
っ
た
っ
 
〔
注
1
5
〕
 
 
 

な
お
、
外
交
の
場
以
外
の
所
に
あ
っ
て
も
、
外
交
の
場
合
と
同
様
の
理
由
か
ら
（
中
国
語
主
、
潮
海
語
副
）
と
い
う
原
則
は
保
た
 
 

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

3
2
 
日
潮
間
使
用
音
声
言
語
 
 
 

3
1
で
の
推
定
は
、
史
料
ヒ
の
制
約
か
ら
日
本
側
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
き
た
。
現
段
階
で
は
潮
海
側
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
 
 

し
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
国
家
建
設
当
時
か
ら
陸
続
き
の
隣
国
唐
の
影
響
を
直
接
的
か
つ
全
面
的
に
受
け
て
い
た
 
 

潮
海
に
あ
っ
て
は
、
日
本
と
同
様
に
、
否
そ
れ
以
上
に
中
国
語
は
身
近
で
か
つ
重
要
な
言
語
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
外
交
の
 
 

場
面
に
お
い
て
日
本
側
だ
け
が
中
国
語
を
外
交
用
言
語
に
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
も
考
え
が
た
い
。
こ
こ
に
お
の
ず
か
ら
、
（
潮
海
 
 

国
側
も
中
国
語
を
用
い
た
、
劾
海
通
訳
も
中
国
語
を
用
い
た
）
、
す
な
わ
ち
 
 

日
潮
間
の
外
交
用
音
声
言
語
は
中
国
語
で
あ
っ
た
 
 

と
考
え
ぎ
る
を
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
な
お
、
瀞
海
側
に
お
け
る
日
本
語
の
取
扱
い
も
、
3
・
1
・
③
5
で
述
べ
た
日
本
側
に
お
け
 
 

る
潮
海
語
の
そ
れ
と
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
 
〔
注
1
6
〕
。
 
日
勅
間
で
中
国
語
使
用
と
い
う
こ
と
は
、
八
、
九
 
 

世
紀
東
ア
ジ
ア
日
勧
交
流
の
言
語
面
に
お
い
て
は
中
国
語
が
圧
倒
的
優
勢
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
 

そ
し
て
そ
れ
は
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
が
中
国
を
中
心
と
し
て
動
い
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
当
然
起
こ
り
う
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
こ
と
 
 

で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
、
英
語
圏
以
外
の
、
言
語
を
異
に
す
る
二
つ
の
小
国
の
間
で
は
、
し
ば
し
ば
第
三
国
の
言
語
 
 

で
あ
る
英
語
が
用
い
ら
れ
る
。
今
日
と
八
、
九
世
紀
と
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
当
時
の
中
国
語
と
日
 
 

本
語
∴
淵
海
語
と
の
関
係
は
、
今
日
の
英
語
と
、
英
語
以
外
の
、
使
用
者
の
少
な
い
系
統
の
あ
い
異
な
る
二
つ
の
言
語
と
の
関
係
に
 
 

例
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

〔
注
1
〕
 
「
訳
語
」
と
 
「
通
草
」
と
の
遠
い
に
つ
い
て
は
別
塙
で
考
え
て
み
た
い
。
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〔
注
2
〕
上
田
雄
等
三
一
〇
貢
は
宅
成
を
「
当
代
随
一
の
通
事
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
 
 

〔
注
3
〕
 
日
本
が
唐
を
最
優
先
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
樹
海
国
と
の
交
流
の
中
で
行
わ
れ
た
潮
海
経
由
に
よ
る
日
本
人
の
唐
へ
の
往
 
 

来
や
、
中
国
の
政
治
情
報
収
集
な
ど
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
七
五
八
年
 
（
天
平
宝
字
二
）
 
九
月
一
八
日
帰
国
の
第
三
回
遺
 
 
 

（
送
）
 
渕
海
便
は
安
禄
山
の
乱
の
こ
と
な
ど
、
中
国
の
政
治
情
報
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
第
四
回
通
勤
海
便
 
（
七
五
九
年
 
（
天
 
 

平
宝
字
三
）
 
二
月
一
六
日
出
発
）
 
の
主
要
な
任
務
は
、
長
安
に
い
る
第
一
〇
次
遵
唐
便
藤
原
清
河
等
の
帰
国
の
便
宜
を
図
る
こ
と
 
 

に
あ
っ
た
 
芸
続
日
本
紀
』
）
。
 
 

〔
注
4
〕
例
え
ば
、
桃
・
久
木
∴
湯
沢
。
 
 

〔
注
5
〕
な
お
、
大
学
寮
学
生
に
は
基
礎
教
養
た
る
中
国
語
に
よ
く
通
じ
た
者
も
必
ず
や
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
学
寮
学
生
や
 
 

卒
業
生
の
中
に
は
菅
原
清
公
・
朝
野
鹿
取
の
よ
う
に
後
に
遣
唐
使
人
な
っ
た
著
そ
の
他
、
長
期
間
唐
に
滞
在
し
た
も
の
も
少
な
か
 
 

ら
ず
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
中
に
は
そ
の
当
時
の
中
国
語
に
よ
く
通
じ
、
通
訳
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
中
国
語
会
話
力
 
 

を
持
っ
て
い
た
人
物
も
い
た
に
違
い
な
い
り
そ
れ
は
、
今
日
に
例
え
れ
ば
、
中
央
高
級
官
僚
を
輩
出
し
て
い
る
大
学
の
学
生
あ
る
 
 

い
は
そ
の
卒
業
生
と
、
適
訳
養
成
を
目
指
す
大
学
な
り
専
門
学
校
な
り
の
学
生
あ
る
い
は
そ
の
卒
業
生
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
る
 
 

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 
 

〔
注
6
〕
高
名
二
二
常
の
経
歴
は
不
詳
だ
が
、
高
名
は
通
訳
推
薦
に
つ
い
て
朝
廷
の
相
談
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
儒
学
科
 
 

の
単
な
る
l
学
生
で
な
く
学
戦
豊
か
で
そ
れ
な
り
に
中
国
語
に
通
じ
て
い
た
、
例
え
ば
明
経
特
粟
生
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
 
 

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

〔
注
7
〕
な
お
、
「
唐
」
は
一
つ
中
国
だ
け
で
な
く
時
に
は
新
羅
な
ど
他
の
外
国
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
現
に
例
え
ば
③
1
8
三
四
 
 

固
執
海
優
に
関
し
て
、
同
じ
く
『
扶
桑
略
記
』
 
の
九
二
〇
年
五
月
八
日
の
記
事
に
は
「
唐
客
可
入
京
」
と
あ
り
、
劾
海
使
を
「
唐
 
 

客
」
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
同
書
九
〇
入
牢
（
延
喜
八
）
 
の
第
三
三
回
劫
海
便
に
関
す
る
五
月
一
二
日
の
記
事
の
内
に
も
「
法
 
 

皇
賜
唐
客
書
」
に
「
巳
上
太
上
法
皇
賜
潮
海
客
徒
書
也
」
と
い
う
注
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
し
て
で
あ
 
 

ろ
う
か
、
新
妻
三
〇
六
頁
は
三
常
に
つ
い
て
「
唐
語
」
を
制
海
語
と
解
し
て
い
る
 
（
た
だ
し
、
同
三
七
七
頁
で
は
そ
れ
を
中
国
語
と
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し
て
い
る
）
。
し
か
し
、
こ
と
③
8
b
に
現
れ
て
い
る
「
唐
語
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
外
国
語
一
般
あ
る
い
は
潮
海
語
な
ど
 
 
3
6
 
 

を
指
す
例
の
報
告
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
高
名
に
質
問
を
し
て
い
る
こ
と
や
文
脈
な
ど
か
 
 

ら
推
し
て
、
こ
の
 
「
唐
語
」
は
「
漢
語
」
 
の
言
い
換
え
と
し
か
解
し
ょ
う
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
大
蔵
三
常
は
や
は
り
中
国
語
通
 
 

訳
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
な
お
、
「
漢
語
」
 
に
つ
い
て
は
、
高
松
一
九
八
六
三
一
。
 
 

〔
注
8
〕
首
領
の
地
位
や
役
目
な
ど
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
鈴
木
に
よ
る
と
、
勒
海
便
随
行
の
首
領
は
軍
人
だ
っ
た
と
い
う
。
 
 

〔
注
9
〕
な
お
、
劾
海
語
と
は
い
か
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
資
料
不
足
や
瀞
海
国
構
成
民
族
の
問
題
な
ど
の
た
め
、
こ
の
間
い
に
 
 

対
し
て
は
今
日
に
お
い
て
も
定
説
を
見
て
い
な
い
。
 
 

〔
注
1
0
〕
 
『
続
日
本
紀
』
 
七
六
三
年
 
（
天
平
宝
字
七
）
一
〇
月
四
日
、
七
七
一
年
 
（
宝
亀
二
）
 
六
月
二
七
日
、
七
七
三
年
（
宝
亀
四
）
 
 

六
月
一
二
日
の
条
。
 
 

〔
注
1
1
〕
 
「
新
羅
学
語
」
に
つ
い
て
は
青
木
等
二
三
五
九
頁
参
照
。
な
お
、
「
新
羅
学
語
」
を
「
（
日
本
の
）
 
新
羅
訳
語
」
に
解
し
っ
 
 

つ
、
勒
海
が
高
句
麗
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
、
朝
賀
の
席
で
樹
海
使
が
「
新
羅
学
語
」
と
同
席
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
「
潮
海
の
主
言
 
 

語
 
（
標
準
語
）
」
 
は
「
高
句
置
系
朝
鮮
語
」
と
見
る
説
 
（
上
田
雄
五
人
頁
、
上
田
雄
等
五
五
頁
）
 
が
出
さ
れ
て
い
る
。
潮
海
国
の
始
 
 

祖
大
詐
栄
が
高
句
麗
系
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
潮
海
の
建
国
に
高
句
麓
系
民
族
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
 
 

い
な
い
の
で
、
劾
海
使
用
言
語
に
高
句
集
語
が
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
。
し
か
し
、
「
学
語
」
は
 
「
訳
語
」
 
で
な
い
こ
と
、
当
時
 
 

朝
賀
に
「
新
羅
学
語
」
す
な
わ
ち
外
国
人
が
招
か
れ
る
の
は
よ
く
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
「
新
羅
学
語
」
を
通
訳
と
し
て
列
席
さ
 
 

せ
た
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
席
を
そ
の
ま
ま
証
左
と
す
る
の
は
無
理
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
、
 
 

上
田
正
昭
は
「
新
羅
学
語
」
を
「
新
羅
語
生
」
と
し
「
計
本
側
の
通
訳
に
は
新
羅
語
の
学
生
が
当
た
っ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
、
 
 
 

「
朝
鮮
語
」
 
で
通
訳
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
述
べ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
も
ま
た
、
同
様
に
賛
成
し
が
た
い
意
見
で
 
 

あ
る
。
 
 

〔
注
1
2
〕
 
「
慕
化
来
朝
」
は
『
続
日
本
紀
』
七
四
六
年
（
天
平
一
八
）
分
の
記
事
の
末
尾
や
七
七
九
年
（
宝
亀
l
 
O
）
九
月
二
四
日
。
 
 

〔
注
1
3
〕
 
な
お
、
わ
ざ
わ
ざ
正
史
に
そ
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
学
習
者
が
急
遽
都
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
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い
は
、
④
2
に
お
い
て
新
羅
語
学
習
命
令
は
日
本
に
と
っ
て
一
大
事
で
あ
る
新
羅
征
討
計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
緊
急
措
 
 

置
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
④
1
に
お
け
る
渕
海
語
学
習
の
緊
急
性
は
、
そ
れ
と
特
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
劾
海
国
に
関
す
る
 
 

何
ら
か
の
緊
急
な
政
治
的
要
請
に
応
じ
て
行
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

〔
注
1
4
〕
 
そ
の
ほ
か
に
も
、
当
時
に
お
け
る
中
国
語
の
優
位
を
示
す
事
例
は
枚
挙
の
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
見
い
だ
さ
れ
る
。
一
、
二
 
 

紹
介
し
て
お
く
。
 
 

1
 
次
の
記
事
は
朝
廷
の
中
国
語
振
興
策
の
一
例
で
あ
る
。
a
は
中
国
語
通
訳
に
よ
る
中
国
語
通
訳
養
成
を
、
b
は
大
学
寮
を
通
 
 
 

し
た
中
賃
語
教
育
の
拡
充
を
そ
れ
ぞ
れ
図
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

a
 
七
三
〇
年
 
（
天
平
二
年
）
 
三
月
二
七
日
 
（
『
続
日
本
紀
き
 
 

太
政
官
奏
（
中
略
）
又
諸
蕃
異
域
。
風
俗
不
レ
同
。
若
無
二
訳
語
一
。
難
二
以
通
一
レ
事
。
彷
仰
二
乗
田
朝
臣
馬
養
。
播
磨
直
乙
安
。
 
 

陽
胡
史
真
身
。
秦
忌
寸
朝
元
。
文
元
貞
等
五
人
一
。
各
取
二
弟
子
二
人
令
レ
習
一
，
漢
語
一
着
。
詔
並
許
レ
之
。
 
 

2  b  

八
一
六
年
 
（
弘
仁
八
）
 
四
月
七
日
 
（
『
日
本
紀
略
き
 
 
 

勅
。
云
々
。
宜
「
択
二
年
三
十
巳
下
聡
令
之
徒
入
色
四
人
。
白
丁
六
人
。
於
二
大
学
寮
一
便
上
レ
習
二
漢
語
。
 
 
 

宅
成
の
よ
う
な
、
唐
に
長
期
滞
在
し
た
経
験
の
あ
る
人
物
は
か
な
り
い
た
。
森
一
一
五
頁
は
、
遣
唐
留
学
生
・
留
学
僧
に
お
 
 

い
て
特
に
「
そ
の
名
が
史
上
か
ら
浬
減
せ
ず
、
し
か
も
そ
の
留
学
期
間
の
は
つ
き
り
し
て
い
る
も
の
」
 
に
限
っ
て
、
そ
の
名
を
 
 

一
六
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
八
、
九
世
紀
の
人
物
は
道
慈
 
（
一
七
年
）
、
吉
備
真
備
 
（
一
七
年
）
、
円
仁
 
（
九
年
）
 
な
ど
一
 
 

二
名
に
の
ぼ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
人
が
中
国
語
堪
能
者
と
し
て
帰
国
し
た
と
い
う
こ
と
の
証
明
な
ど
逐
一
で
き
る
わ
け
で
は
な
 
 

い
し
、
ま
た
、
そ
の
中
に
は
後
に
延
暦
寺
座
主
と
な
っ
た
義
兵
を
通
訳
と
し
て
渡
唐
し
た
最
澄
 
（
一
年
）
 
な
ど
も
い
る
。
と
は
 
 

い
え
、
真
備
が
唐
の
朝
廷
に
仕
え
た
こ
と
や
、
空
海
 
（
二
年
）
 
や
円
仁
 
（
九
年
）
 
な
ど
の
悉
曇
学
や
中
国
音
韻
学
な
ど
に
関
わ
 
 

る
著
作
は
、
彼
ら
の
中
国
語
音
へ
の
習
熟
を
明
示
し
て
い
る
。
な
お
、
八
三
人
年
（
承
和
五
）
出
発
の
最
後
の
遣
唐
便
以
後
に
 
 

も
、
第
五
代
天
台
宗
座
主
円
珍
（
滞
在
五
年
）
の
よ
う
に
、
唐
の
商
船
な
ど
を
利
用
し
て
入
唐
し
た
長
期
滞
在
者
も
多
数
い
る
。
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
激
海
国
長
期
滞
在
者
と
認
め
う
る
者
は
前
述
の
内
雄
の
み
で
、
日
本
に
お
け
る
そ
の
政
治
的
、
文
化
的
影
響
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書
記
言
語
 
 

漢
字
文
化
圏
の
も
と
に
あ
っ
た
八
、
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
諸
国
共
通
の
書
記
言
語
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
語
で
あ
っ
た
り
周
辺
 
 

諸
国
に
お
け
る
第
一
の
目
線
は
、
「
本
家
」
中
国
に
習
い
、
本
格
的
な
漢
詩
・
漢
文
を
読
み
か
つ
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
 
 

た
っ
も
ち
ろ
ん
外
交
文
書
は
本
格
的
な
漢
文
で
善
か
れ
た
。
具
体
例
の
紹
介
は
省
く
が
、
日
潮
間
に
お
い
て
も
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
同
 
 

じ
で
、
正
史
な
ど
の
随
所
に
漢
文
文
書
の
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
そ
の
一
部
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
〔
注
1
7
〕
②
6
は
そ
の
 
 

直
接
の
写
し
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
中
国
文
化
圏
に
お
け
る
外
交
や
宴
席
な
ど
で
恒
例
の
行
事
と
し
て
催
さ
れ
る
漢
詩
の
応
酬
も
、
周
知
の
よ
う
に
日
瀞
外
交
 
 

に
お
い
て
し
ば
し
ば
、
時
に
は
き
わ
め
て
華
や
か
に
行
わ
れ
た
 
〔
注
柑
〕
。
 
 
 

た
だ
し
、
書
記
言
語
も
中
国
語
で
あ
っ
た
日
激
交
流
の
中
で
、
朝
廷
が
二
一
、
二
五
、
二
八
、
二
九
回
目
な
ど
の
勒
海
使
に
対
し
 
 
 

力
は
入
唐
者
に
対
し
て
比
す
べ
く
も
な
い
。
 
 

〔
注
1
5
〕
な
お
、
『
源
氏
物
語
』
 
桐
壷
に
は
、
幼
い
源
氏
が
右
大
弁
に
連
れ
ら
れ
て
鴻
腹
鰭
に
行
き
、
「
高
麗
人
」
 
の
 
「
相
人
」
 
に
将
 
 

来
を
占
っ
て
も
ら
う
場
面
が
あ
る
。
こ
の
話
は
③
・
1
に
続
く
、
大
使
史
都
豪
が
橘
清
友
の
未
来
を
予
見
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
取
 
 

材
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
 
「
高
麗
」
は
樹
海
国
に
相
当
す
る
と
見
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
面
で
は
 
 

会
話
に
よ
る
言
葉
の
や
り
と
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
見
方
か
ら
推
す
と
、
紫
式
部
の
脳
裏
に
そ
こ
ま
で
描
か
れ
て
い
た
 
 

の
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
公
的
と
l
言
う
べ
き
そ
の
場
面
に
は
中
国
語
通
訳
の
同
席
し
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
大
使
と
右
大
弁
が
中
国
語
で
話
し
た
と
い
う
可
能
性
も
残
さ
れ
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
 
 

〔
注
1
6
〕
ち
な
み
に
、
勃
海
使
節
団
に
は
二
度
、
三
度
来
日
し
た
使
節
や
通
訳
も
い
た
。
例
え
ば
、
使
節
と
し
て
は
高
南
容
 
（
第
一
 
 

五
、
一
六
回
）
、
主
文
矩
（
第
二
〇
、
一
l
三
、
二
五
回
）
、
通
訳
と
し
て
は
高
説
昌
（
「
数
廻
」
、
第
一
一
回
②
2
の
記
事
に
よ
る
）
 
 

な
ど
。
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て
宣
命
を
与
え
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
 
（
冒
一
代
実
録
』
 
『
類
東
国
史
ヒ
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
は
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
は
い
 
 

え
、
日
本
語
文
が
外
交
文
書
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
日
本
語
音
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
は
 
 

ず
だ
か
ら
、
実
は
、
音
声
言
語
の
面
に
お
い
て
も
外
交
用
言
語
と
し
て
日
本
語
が
実
現
さ
れ
た
こ
と
ま
で
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

と
は
い
え
、
そ
の
程
度
の
使
用
を
、
し
か
も
、
潮
海
側
使
節
が
そ
の
内
容
を
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
、
宣
命
の
よ
う
 
 

な
特
別
な
も
の
を
、
正
式
の
外
交
用
言
語
と
呼
ぶ
の
は
や
や
無
理
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
宣
命
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
漠
字
表
記
 
 

の
潮
海
語
文
と
い
っ
た
も
の
が
日
潮
交
流
に
お
い
て
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。
 
 

〔
注
1
7
〕
 
日
親
交
流
に
お
い
て
当
初
は
筆
談
で
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
意
見
が
あ
る
 
（
上
田
雄
等
七
三
頁
）
。
 
 
 

確
か
に
目
潮
は
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
国
同
士
な
の
で
、
③
5
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
筆
談
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
 
 
 

こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
た
だ
し
、
通
例
、
公
的
な
使
節
を
相
手
国
に
送
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
相
手
国
の
政
治
情
勢
 
 
 

や
言
語
の
こ
と
な
ど
を
調
査
し
て
そ
れ
に
対
処
で
き
る
よ
う
準
備
を
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
し
て
、
唐
と
新
羅
を
牽
制
す
る
目
的
 
 
 

で
意
図
的
、
積
極
的
に
日
本
に
接
近
し
て
き
た
潮
潅
が
、
日
本
と
の
外
交
に
お
け
る
使
用
言
語
に
つ
い
て
な
ん
ら
対
策
を
講
じ
な
 
 
 

い
ま
ま
使
節
を
送
っ
て
き
た
と
は
考
え
が
た
い
。
す
な
わ
ち
、
筆
談
は
筆
談
と
し
て
、
当
初
か
ら
一
行
に
ほ
適
訳
そ
の
他
少
な
く
 
 
 

と
も
中
国
語
会
話
の
で
き
る
人
物
 
（
さ
ら
に
は
日
本
語
の
で
き
る
者
）
 
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 

〔
注
1
8
〕
例
え
ば
、
③
7
八
八
二
年
（
元
慶
六
）
来
日
の
第
三
〇
国
劾
海
使
の
場
合
、
文
人
と
し
て
名
高
か
っ
た
大
使
装
顧
に
対
 
 
 

し
て
、
日
本
側
は
当
時
に
お
け
る
第
一
級
の
文
人
、
菅
原
道
真
・
嶋
田
忠
臣
・
紀
長
谷
雄
等
が
応
対
し
、
鴻
膿
館
な
ど
で
の
宴
で
 
 
 

詩
文
の
や
り
と
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
 
 

5
 
結
語
 
 
－
 
今
後
の
研
究
に
向
け
て
 
－
 
 

日
本
と
劾
海
国
と
の
外
交
に
お
い
て
音
声
言
語
は
中
寓
語
第
二
時
と
し
て
日
本
語
・
勒
海
語
使
用
と
い
う
こ
と
と
、
書
記
言
語
 
 

は
漢
文
す
な
わ
ち
中
国
語
と
い
う
こ
と
と
は
も
ち
ろ
ん
矛
盾
し
な
い
。
言
語
に
お
い
て
音
声
面
と
書
記
面
と
は
い
わ
ば
表
裏
の
関
係
 
 
3
9
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に
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
む
し
ろ
当
然
と
言
う
べ
き
こ
と
で
も
あ
る
。
ま
た
、
外
交
を
離
れ
た
場
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
の
 
 

条
件
が
特
に
変
る
は
ず
も
な
い
の
で
同
様
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
お
の
ず
と
、
原
則
と
し
て
、
 
 

日
勅
間
に
お
け
る
使
用
言
語
は
中
国
語
で
あ
っ
た
 
 

と
い
う
所
に
達
す
る
。
〔
注
1
9
〕
 
 
 

そ
し
て
、
い
ま
、
こ
と
書
記
言
語
の
面
に
お
い
て
は
八
、
九
世
紀
完
全
に
漢
文
す
な
わ
ち
中
国
語
の
領
域
に
属
し
て
い
た
唐
・
［
口
 
 

本
・
潮
海
・
新
羅
に
目
を
向
け
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
 
 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
の
音
声
言
語
も
中
国
語
で
あ
っ
た
 
 

と
見
る
の
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。
 
 

1
右
に
述
べ
た
よ
う
に
音
声
言
語
と
書
記
言
語
と
は
一
般
に
裏
腹
の
関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
当
時
の
日
本
や
新
羅
な
ど
の
よ
う
に
、
 
 
 

音
声
言
語
は
自
国
語
、
正
式
の
書
記
言
語
は
原
則
と
し
て
中
国
語
 
（
漢
文
）
 
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
う
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
 
 
 

も
自
国
内
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
文
化
圏
の
傘
の
中
に
い
て
、
と
も
に
書
記
言
語
を
同
じ
く
す
る
国
相
互
間
の
交
流
の
 
 
 

場
で
、
書
記
言
語
は
中
国
語
、
音
声
言
語
は
各
国
語
使
用
、
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
に
考
え
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 

2
日
潮
間
の
場
合
使
用
言
語
は
中
国
語
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
新
羅
は
劾
海
国
と
同
様
唐
に
近
接
す
る
唐
の
冊
封
国
だ
っ
た
こ
と
な
ど
 
 
 

か
ら
、
新
羅
・
劾
海
ま
た
新
羅
・
日
本
間
で
も
中
国
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
不
思
議
で
は
な
い
。
 
 

3
④
・
2
の
記
事
に
よ
る
と
新
羅
語
も
潮
海
語
同
様
そ
の
学
習
は
地
方
で
臨
時
一
時
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
 
 
 

中
央
に
お
い
て
新
羅
語
も
ま
た
組
級
的
、
恒
常
的
に
学
ば
れ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
通
訳
の
常
置
も
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
 
 
 

わ
ち
、
日
新
間
の
外
交
用
言
語
も
中
国
語
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
な
い
か
。
 
 

4
①
1
 
『
延
書
式
』
「
賜
蕃
客
例
、
大
唐
皇
」
以
下
の
、
唐
の
客
健
一
行
に
通
訳
官
ら
し
い
職
名
が
見
当
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
 
 
 

3
1
①
で
そ
れ
は
誤
写
に
よ
る
の
で
な
い
か
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
日
中
間
の
外
交
用
言
語
が
中
国
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
 
 
 

映
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
ち
う
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
客
使
は
も
と
よ
り
中
国
語
話
者
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
 
 
 

側
に
中
国
語
通
訳
が
い
さ
え
す
れ
ば
通
日
使
山
行
に
日
本
語
通
訳
が
い
な
く
て
も
口
頭
に
よ
る
意
思
伝
達
は
十
分
可
能
だ
っ
た
は
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ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
反
証
が
特
に
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
に
見
る
の
が
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
 
 

八
、
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
使
用
言
語
即
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
は
中
国
語
だ
っ
た
の
で
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

た
だ
し
、
④
－
3
は
、
七
世
紀
に
日
本
語
学
習
の
た
め
に
新
羅
か
ら
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
 
 

な
派
遣
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
行
わ
れ
て
い
る
 
〔
注
2
0
〕
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
事
は
日
本
語
が
そ
れ
以
前
か
ら
日
新
間
で
用
い
ら
 
 

れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
み
な
ら
ず
、
逆
に
、
日
本
人
の
新
羅
語
留
学
生
が
い
た
可
能
性
つ
ま
り
日
新
間
で
新
羅
語
も
用
い
ら
れ
た
 
 

可
能
性
さ
え
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
他
方
④
2
は
新
羅
語
が
外
交
用
語
と
し
て
少
な
く
と
 
 

も
そ
う
広
く
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
こ
れ
も
第
3
節
で
述
べ
た
、
 
 

日
激
間
の
い
わ
ば
第
二
言
語
は
日
本
語
・
激
海
語
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
こ
と
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
 
 

て
は
、
こ
と
中
国
以
外
の
国
と
国
と
の
聞
、
す
な
わ
ち
日
本
・
勒
海
∵
新
羅
間
に
お
い
て
は
、
日
本
語
・
効
海
語
・
新
羅
語
な
ど
も
 
 

時
に
応
じ
て
外
交
の
場
面
そ
の
他
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
の
で
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
 
 
 

現
在
、
ま
だ
、
日
唐
間
、
あ
る
い
は
唐
新
・
唐
潮
間
な
ど
に
つ
い
て
十
分
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
稿
は
七
世
紀
 
 

以
前
、
一
〇
世
紀
以
後
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
渕
海
語
と
新
羅
語
あ
る
い
は
高
句
麗
語
と
 
 

の
関
係
な
ど
も
考
慮
し
っ
つ
、
調
査
・
考
察
の
幅
を
外
国
資
料
な
ど
に
も
広
げ
、
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
リ
ン
ガ
フ
ラ
ン
カ
の
姿
 
 

を
よ
り
鮮
明
に
描
い
て
い
っ
て
み
た
い
。
 
 

〔
注
1
9
〕
な
お
、
新
妻
三
七
六
頁
は
、
潮
海
国
に
お
い
て
は
例
え
ば
王
文
矩
や
蓑
頑
な
ど
の
 
「
上
層
人
」
は
 
「
唐
語
」
す
な
わ
ち
中
 
 
 

国
語
も
使
え
た
の
で
な
い
か
と
述
べ
る
。
潮
海
は
諸
事
に
つ
け
て
中
国
に
密
着
し
て
い
た
だ
け
に
、
氏
の
見
方
に
は
説
得
力
が
あ
 
 
 

る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
例
え
ば
、
氏
は
三
常
が
中
国
語
通
訳
だ
っ
た
こ
と
 
（
③
－
 
 
 

8
b
）
を
有
力
な
証
左
と
し
て
い
る
が
、
彼
が
中
国
語
を
用
い
た
こ
と
と
、
通
訳
以
外
の
潮
海
人
に
お
け
る
中
国
語
力
有
と
が
連
 
 
 

動
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
 
 

〔
注
2
0
〕
青
木
等
一
√
三
五
九
頁
桂
一
五
参
照
。
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青
木
和
夫
 
 
 

伊
井
春
樹
 
 

石
井
正
敏
 
 
 

李
 
基
文
 
 

李
 
成
市
 
 

上
田
 
雄
 
 

上
目
雄
・
 
 

上
田
正
昭
 
 

河
添
房
子
 
 

佐
伯
有
情
 
 

鈴
木
靖
民
 
 

高
木
 
博
 
 

高
松
政
雄
 
 

谷
口
孝
介
 
山
 
 

王
上
琢
朝
一
 
 ・
 
 

中
村
 
裕
一
 
 
 

新
妻
利
久
一
 
 

沼
本
克
明
 
一
 
 

久
木
幸
男
 

藤
本
幸
夫
 

◎
参
考
文
献
 
 

・
稲
岡
耕
二
等
 
 

一
九
八
九
～
九
五
 
『
続
日
本
紀
』
 
（
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
 
山
～
四
）
 
 

一
九
八
一
『
源
氏
物
語
論
考
」
 
 

一
九
九
二
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
外
交
と
文
書
日
本
と
新
羅
・
潮
海
の
例
を
中
心
に
」
 
（
『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
Ⅱ
外
交
と
 
 

戦
争
】
）
 
 

一
九
七
四
 
『
韓
国
語
の
歴
史
」
 
（
村
山
七
郎
監
修
、
藤
本
幸
夫
訳
一
九
七
五
）
 
 

一
九
九
四
「
渕
海
の
対
日
本
外
交
へ
の
理
路
」
 
（
『
東
北
ア
ジ
ア
史
の
再
発
見
』
）
 
 

一
九
九
二
 
『
樹
海
国
の
謎
』
 
 

孫
栄
健
 
 

一
九
九
四
 
「
日
本
劫
海
交
渉
史
』
 
 

一
九
八
五
①
「
山
上
氏
の
出
自
と
性
格
」
、
②
「
承
和
の
遣
唐
使
の
人
名
の
研
究
」
 
（
『
日
本
古
代
氏
族
の
研
究
』
）
 
 

一
九
八
五
「
効
海
の
首
領
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
 
（
『
古
代
対
外
関
係
史
の
研
究
』
）
 
 

一
九
八
四
 
『
万
葉
の
遣
唐
使
船
 
遣
唐
使
と
そ
の
混
血
児
た
ち
』
 
 

一
九
八
六
『
日
本
漢
字
音
概
論
』
 
 

九
九
三
 
『
日
本
漢
字
音
論
考
』
 
 

九
九
六
「
鴻
臆
飴
の
 
『
光
君
ヒ
 
（
「
説
話
・
伝
承
学
」
四
）
 
 

九
六
四
 
『
源
氏
物
語
評
釈
』
 
 

九
七
九
「
渕
海
国
成
和
一
一
年
中
台
省
牒
に
就
い
て
古
代
東
ア
ジ
ア
国
際
文
書
の
一
形
式
」
 
（
『
隋
唐
帝
国
と
東
ア
ジ
ア
世
 
 

界
』
）
 
 

九
六
九
 
『
勒
海
国
史
及
び
日
本
と
の
国
交
史
の
研
究
』
 
 

九
八
六
 
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
 
 

九
九
〇
 
『
日
本
古
代
学
校
の
研
究
』
 
 

九
八
八
「
古
代
朝
鮮
の
言
語
と
文
字
文
化
」
 
（
「
日
本
の
古
代
四
 
こ
と
ば
と
文
字
」
）
 
 
 

九
九
二
 
「
古
代
日
本
と
劾
海
」
 
（
『
謎
の
王
国
・
潮
海
ヒ
 
 

九
九
二
 
「
光
る
源
氏
の
誕
生
と
予
言
」
 
（
『
源
氏
物
語
講
座
l
二
 
 
光
る
君
の
物
語
』
）
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村
井
章
介
一
九
九
五
貰
ア
ジ
ア
往
還
 
漢
詩
と
外
交
』
 
 

桃
 
裕
行
 
m
九
四
七
『
上
代
学
制
の
研
究
k
 
¶
九
八
一
二
復
刊
 
 

森
 
克
己
一
九
六
六
『
遣
唐
便
』
 
 

湯
沢
質
幸
一
九
九
六
冒
本
漢
字
青
史
論
考
』
 
 

0
本
稿
を
な
す
に
際
し
、
谷
口
孝
介
氏
に
い
ろ
い
ろ
敢
え
て
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
 
 
 


